
 第Ⅰ部 第５章 イスラーム世界の形成と発展 

  ３ インド・東南アジア・アフリカのイスラーム化          教教教教 pppp119119119119～～～～111122222222（（（（L4L4L4L4）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○8C～，諸島部でイスラーム化が始まる （←ムスリム商人が来航） 
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ヴァルダナ朝滅亡後，「ラージプート時代」（8～12C） 

                …ヒンドゥー教徒ラージプート族の諸国が並び立つ分裂時代 

【④     】王朝 【1206～1290】 

○ゴール朝の奴隷出身の将軍【⑤       】が建国 

トルコ系 

ハルジー朝 トルコ系 

トゥグルク朝 トルコ系 

サイイド朝 トルコ系 

ロディー朝 アフガン系 

【③           】朝 〔1206～1526〕 …デリーを都とするイスラーム王朝 

トルコ系イスラーム王朝 …イラン系イスラーム王朝 

15C，東南アジア最初のイスラーム国家 

マラッカ王国 〔マレー半島〕 

14C，東南アジア最後のヒンドゥー教国家 

マジャパヒト王国 〔インドネシア全域〕 

16C，イスラーム王国。オランダにより征服 

アチェ王国 〔スマトラ島〕 

16C，イスラーム王国。オランダにより征服 

マタラム王国 〔ジャワ島〕 
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アフリカアフリカアフリカアフリカ東部東部東部東部    

【⑥      】王国 〔前 920 頃～後 350 頃〕 

○アフリカ最古の王国（エジプト除く） 

○スーダン（ナイル川上流）に建国 

○前 8C，一時エジプトを滅ぼす 

○前 7C，アッシリアの侵入で南へ後退 

○都ナパタ→前 6C に【⑦     】に遷都 

（以後，メロエ王国） 

○製鉄で繁栄，メロエ文字を使用 

【⑧       】王国 〔紀元前後～7C〕 

○エチオピア高原に建国 

○メロエ王国を滅ぼす 

○キリスト教を受容 

○7C に衰退 

【⑩        】王国 〔11～19C〕 

○アフリカ南東部に成立 

○中心都市ジンバブエ 

○ポルトガルにより征服 

アフリカ東岸 
○10C～，ムスリム商人が居住 

  →インド洋貿易の拠点として繁栄 

〔都市〕 【⑨         ・         ・ 

                ・         】 

【⑪       】王国 〔7C～1077〕 

○黒人王国 

○金の産出 

→ムスリム商人との交易で繁栄 

○ムラービト朝により征服され滅びる 

【⑫    】王国 〔1240～1473〕 

○都トンブクトゥ 

○金の輸出により繁栄 

○全盛期マンサ=ムーサ王 

○イスラーム教を導入 

 

【⑬       】王国 〔1464～1591〕 

○イスラーム教国 

○北アフリカの貿易を支配し繁栄 

○都トンブクトゥ 

 →貿易・イスラーム学問の中心地 

 

アフリカアフリカアフリカアフリカ西部西部西部西部    


